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● 会 員 寄 稿 文 

『 今、 再 び 氾 論 を 』 

 

マイクロサンプリング専務理事 荒木 紘一 

（ 扶 桑 技 研 株 式 会 社 ） 

 

 平成 17 年 4 月に NPO 法人として認証をうけた当調

査会が掲げたミッションは、『自分の職業に最も誇り

を感じる土木技術者たらん』でした。 

理事に連なるものとして、このミッションは一朝一夕

に辿り着けるような容易な到達点ではないと承知し

て、三ヵ年は組織作り即ち後述する集団作りと位置づ

けて活動してきました。二年余を経過した現時点での

集団形成の達成度について、私的に感得したことを少

し述べたいと思います。 

 当調査会の設立発起人は、これまでの生活基盤を主

として市街地土木に身をおくことにより築いてきた

者として、パブリックに対する便益を自らが高める意

識を有する努力を続け、自分の職業に誇りを感じる土

木技術者に成長するための場所とすることを合意し

て当調査会を設立しました。 

そして、人材の結集する集団たるべく、①ライフラ

イン築造・維持保全に根ざした専門性を有する技術者

及び現実を見通す学識者・研究者が集うことができる

集団②非営利を原則に活動することが、組織への信頼

性を高め、営利を目的にしないことが明確であるため、

第三者として客観的な立場を保つことができる集団

③中立的なネットワークを形成し、強いコミュニティ

を創り上げ、社会的地位を超えたフラットな人的つな

がりを持つ集団であることを目指すものとしました。 

①～③のそれぞれについて私見を述べると、①絶対

的な会員数が大幅に不足しているものの、幅広い専門

性を有する技術者・有識者・学識者集団に成長する萌

芽を示している②NPO 法人ならではの案件 

－Ex.掘進機内からの支障物探査法実験工事， 

ODA(Official Development Assistance)への取り組み

についての会員提案 ，携帯電話

端末利用による地中埋設物情報

管理についての会員提案とビジ

ネスモデル特許出願等－に取り

組んだ③パーシャルではあるが

会員相互の本来的業務に関して

有意義な展開が見受けられた等

が挙げられます。 

しかし、経過した時間全部と

全会員の活動を総合的に眺める時、内包するパワーに

比較して極めて僅かな成果であると断じざるを得ま

せん。今一度、設立総会で披露した氾論に立ち戻り、

築土構木をミッション達成のエネルギーの炎にする

ことが求められていると痛感しております。 

 “魂のライフサイクル論”を提唱している評論家の

柳田邦男さんは、「経済の高度成長期に流行したライ

フサイクル論は、人は生まれてから上昇を続け、中年

期に最高潮に達した後、徐々に下り坂に転じ、死をも

って終わるというものだった。これは、人間の体力や

生産性や社会的活動を主要な指標にしたものであっ

て、精神生活あるいは精神性がほとんど視野の外にお

かれている。しかし、人間の精神生活に主眼を置くな

ら、人生後半こそ上昇を目指すべきである」*と主張し

ています。人生後半の送り方については、もちろん人

それぞれの考え方があるとは思いますが、私は、市街

地土木に携わって来た者の生涯アウトプット総量が、

質的にも一定の水準を保ちつつマキシマムになる場

所として当調査会を捉え、今暫く身を置きたいと望ん

でいます。 
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『 過 ・ 現 ・ 未 （ か げ み ） 』 

 

マイクロサンプリング調査会理事 吉田 安廣 

（ 三 協 マ テ リ ア ル 株 式 会 社 ） 

 

街の東側の山裾に、半円形の巨大な穴が口を開けた

まま柵に囲まれ、何年も人の気配すらしない工事現場

があり、北側に屋根のないくすんだ赤レンガの塀が幾

重にも並びその間から海峡が見え隠れする。街の中央

に、路面電車が銀行街を通り抜け、巨大な半円形の前

で終点となる。駅より二つ目が中心街で、鉄道の終着

駅が海沿いにある。各線路をミットで受け止める様に

駅舎が座り込む。海峡の対岸は本州・下関市である。 

 

○昭和 38 年 3 月末に上京し 8 月初めに帰省した時、

故郷は門司市から北九州市門司区へと、百万都市に変

わっていた。 

小学校 2 年か 3 年の時、工事再開となった、関門国道

トンネルを見学に行った。海底の更に下部を掘削中で

岩肌が剥きだしで水が滝の様に流れ出しており、ここ

をカッパを着て通るのは大変だと思った記憶がある。

この思い出が土木工事との最初の出会いであった。 

卒業後、数回転職し、平成 10 年 7 月に現会社を起業

する。前の会社では、セメント、生コン、石炭、石油

の販売、及び鉱物品、板ガラス等の輸入販売を担当し

たが、特にベントナイトの輸入販売に携わった時に、

シールド、推進工事関連のユーザー各社との取引きか

ら、ベントナイトと石炭灰との組み合わせで、中込注

入材の開発を依頼した九州大学地球資源システム工学

部との出会いがあり、大学との共同研究が始まりまし

た。 

その時に感じた思いは、大手メーカーは、ユーザー 

の要求に応える素晴らしい技術、材料を有しながらも、

各現場の要求を正確に認識していない、もしくは営業

面から技術開発部門へ正確な情報が伝わらない、更に

営業担当部門の採算重視偏重

主義による取り組みの遅さ等

で、メーカーとユーザーのベネ

フィットサイクルが機能して

いないことを知り、その隙間を

埋められればという思いがあ

った。 会社設立より 10 年の

節目を迎えた本年、この思いを

実現すべく 3 種の新商品を開発し、2 件は特許申請中

である。 内１件は水中にて材料分離をせず止水性、

充填性、圧送性の良い充填材で、鹿児島県と山口県と

の実施工でユーザーから高い評価を得たと思っている。

また大中口径用推進材料として、裏込注入材兼固結型

滑材を開発し、現在、九州大学に於いて確認実験中で

ある。 

当マイクロサンプリング調査会に於いても新たなる技

術開発の一端を担えればとの思いで、現在、音圧計を

使用した地下空間の調査法を検証中である。これは、

道路上に一定振動を加え、その反射音響を低周波数値

に変換し形状を認識するもので、地下空間の探査を非

開削にて簡易に出来るものである。現行のサンプリン

グ探査を行なう前調査法として、地下部分の空洞をあ

る程度認識しながら本調査が出来るので有効な技術で

はないかと思う。現在、実際に道路下に人工空洞を造

り、その反射音響を採取中である。採取した音圧デー

タと埋め戻した人工空洞を掘り起こし、空洞状態のデ

ータと重ね合わせる。更に空洞を充填し修復工事後音

圧測定をし、そのデータを採取、編集することにより、

探査→空洞→埋め戻し（充填工）の一貫性のある調査

法を確立したいと思っている。最後に、工事、調査等

の、実績のない弊社を当調査会会員に加えて下さった

上理事に指名戴き身の引き締まる思いです。是非とも、

この調査方法を確立し、マイクロサンプリング調査会

の発展に少しでも寄与できればと思っております。 

（か・げ・み・・・過去・現在・未来の略です）。 

 



 

● 新 会 員 紹 介       

 

マイクロサンプリング調査会新規会員 白井 誠一 

（ 株 式 会 社 ク マ キ） 

 

こんにちは、新会員になりました(株)クマキ、担当

の白井です。会報にて新会員の挨拶とのことでありま

すので、簡単ですが、会社紹介並びに担当者自己紹介。

マイクロサンプリング調査会への抱負などを述べたい

と思います。 

当社、(株)クマキは新潟市西区小新、北陸自動車道

新潟西ＩＣの近くに社屋があります。事業内容はガス

設備工事及び付帯工事を主に行っております。現在の

社名になってから今期で１４期目、分社する前より数

えると約６０年はガス工事に係わって経過している

当社です。そして、ＭＳ調査会の担当の私はガス本支

管工事を管理しております本管管理課で日々、工事の

受注、工程調整などを主たる業務として活動しており

ます。 

 

ＭＳ調査会とのご縁の始まりは、２００５年の春頃、

北陸ガス(株)より紹介を受けたあと、戸田建設・日本

国土他２社ＪＶより３５００ｍｍの雨水管をシールド

工法にて施工するが、ガス・水道管に沈下測定棒を５

０箇所取り付けて欲しいとの依頼を受け、検討した結

果。従来の開削によるバンド式工法では、施工価格、

工事対象沿線の住居、対象管の水道管Φ４００ｍｍに

取り付ける施工場所の問題など、お客様に満足出来る

結果を提供できないとの結論に至り、何かよい方法は

と思っているときに、磁石で取り付ける沈下測定棒が

あると聞き、調べた結果。たどり着いた先が、扶桑技

研さんでした。結果、施工をしてもらい、お客様から

はたいへん良い評価をしていただき。また、発注者の

新潟市下水道課の担当者からは、なんでこんなにいい

工法を早く紹介してくれないの、白井さんと言われた

ことが強く記憶にあります。こ

の時、私の思ったことは優れた

工法は、必ず認めてもらえるの

だなと。これを、当社の新規事

業にできないだろうかとも思

っておりました。以上が入会に

至るまでの簡単な経過であり

ます。 

  入会後、新潟県中越沖地震があり、私も阪神・中越・

中越沖と３回目となるガス本支管の災害復旧に参加し

ました。今回も被災地で感じたことは、ライフライン

の一刻も早い復旧をどうするべきか。現実として、復

旧作業を遅らせる原因の一つに、地下埋設物の情報不

足があると思います。埋設物の管理者が違うため発生

することですが、この問題こそ、ＭＳ調査会がビジネ

スモデル特許を出願した道路工事掘削センターが具現

化できたら、日々のライフライン管理だけでなく災害

時にも使えるのではと、柏崎の地で考えさせられまし

た。 

掲載の写真は、今回の災害復旧で取り付けた、復旧対

象地区をブロック化する為のバルブです。通常は半日

あれば充分終わるのですが、取り付け対象管の管理図

面があるにも係わらず、情報更新がなされてない等の

問題で、まる１日かかってしまい、復旧対象地区完了

予定を１日遅れさせた、いやな思い出の写真です。 

私は、ガス本支管埋設施工者として、１８年になり

ます。今回の災害復旧中に、「ライフラインは一つでも

欠けると現代生活はだめなものだね」と言われた被災

者の方がおられました。その時、改めて重要な仕事に

従事しているのだなと認識させられました。 

ＮＰＯ法人マイクロサンプリング調査会が掲げる、ラ

イフラインの築造ならびに保全の重要性を啓蒙する活

動に、微力ながら尽力していきたいと思っております。

以上、まとまりのない文になりましたが、新会員の挨

拶にさせていただきます。 



 

ト ピ ッ ク ス   【月間推進技術 Vol.21 No.1 2007(平成 19 年)】              

マイクロサンプリング調査会専務理事 荒木 絋一 

 

○ ○  ○ ○ 

 ＮＰＯ法人マイクロサンプリング調査会会報（ＭＳリポート）Ｎｏ．５号発行にあたり、誌面をお借りして当

調査会会報次号６号の原稿依頼をさせて頂きます。対象はＮＰＯ法人マイクロサンプリング調査会会員全員とし、

各自１５０文字以内にて『新年度に向けての年頭の挨拶と抱負』と題して、顔写真を添付した上、原稿を提出願

います。（提出期日：平成 20 年 1 月 21 日必着とします。） 
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● 編 集 後 記 ● 
本調査会会報（ＭＳリポート）第５号を発行いた

しました。仕事の忙しさにまみれ、ついつい時間に

追われての編集となり、予定通りの発行とはいきま

せんでした。つくづく時間の使い方・配分が下手な

事を痛感させられます。また、編集にあたりご協力

いただきました荒木専務理事をはじめ、吉田理事、

白井委員には大変ご苦労をおかけいたしました。有

難うございました。 
次号Ｎｏ．６号は、新年度発行となり会員皆様方

の『新年度へ向けての年頭の挨拶と抱負』して掲載

出来ればと思います。 


